
 

 

第 65 回 日本唾液腺学会 総会並びに学術集会 
  

会 長：長尾俊孝（東京医科大学 人体病理学分野） 

副会長：吉垣純子（日本大学松戸 歯学部生理学講座） 

 

 2021 年 11 月 27 日（土）に、第 65 回目となる日本唾液腺学会学術集会並びに総会を国際ファッショ 

ンセンタービル（東京都墨田区両国）において開催いたしました。 

昨年はコロナの影響で学術集会並びに総会が延期となりましたが、 

今回の学術集会では、本学会初の試みとして、感染防止対策を講じ 

た上で、現地会場と WEB 配信を併用したハイブリッド開催の形式 

を取りました。お陰をもちまして、145 名（現地 66 名、オンライ 

ン 79 名）と近年で最多となる先生方にご参加いただきました。 

この場を借りて改めて心より御礼申し上げます。 

「唾液」「唾液腺」について、医学・歯学・薬学・看護学など多岐に 

わたる分野の先生方による発表や活発な討論を通して、情報を共有 

する貴重な機会となりました。今回は、従来の一般公募演題の発表に加え、特別講演、シンポジウム、

歯科基礎医学会・日本唾液腺学会共催シンポジウム報告、および企業共催ランチョンセミナーが行われ

ました。 

  

 特別講演は、エクソソーム研究の世界的な第一人者で、多大な業績を 

上げられている落谷孝広教授(東京医科大学医学総合研究所分子細胞治 

療研究部門)に「血液・唾液を用いたリキッドバイオプシーによる診断」 

と題したご講演を賜りました。落合教授はリキッドバイオプシーの 

新たなマーカーとして血液・唾液などの体液中に存在するエクソソーム 

に着目し、種々のがんに留まらず様々な疾患の診断はもとより、エクソ 

ソームの機能制御による治療の可能性についても展開され、ご自身の研 

究成果を含めた当該領域の新知見を解説してくださいました。非常に 

エキサイティングで希望に満ち溢れたご講演内容で、参加者一同大変感銘を受けました。 

 

企業共催ランチョンセミナーについても今回が初の試みとなりまし 

たが、丹生健一教授（神戸大学大学院医学研究科耳鼻咽喉科頭頸部外科 

学分野）による座長進行のもとで、本間義崇先生（国立がん研究センタ 

ー中央病院頭頸部・食道内科）に「唾液腺癌におけるゲノム医療と NTRK 

融合遺伝子」という題目で、中外製薬株式会社共催セミナーとしてお話 

をしていただきました。本セミナーでは、頭頸部悪性腫瘍全般における 

遺伝子パネル検査の有用性と、唾液腺癌におけるゲノム医療の可能性に 

ついて、昨今の治療開発の動向を踏まえてご説明くださいました。 

 

これまで、本学会は基礎、臨床を問わず唾液腺および唾液に関する様々な領域の研究成果を発信し、

討論する場として発展してきたため、本シンポジウムでは「唾液腺研究の新機軸：基礎から臨床まで」



 

 

をテーマとし、唾液腺を軸にそれぞれの領域の第一線でご活躍中の 5 名の先生方（渡部茂［明海大学保

健医療学部口腔保健学科］、安原理佳［昭和大学歯学部口腔病態診断科学講座口腔病理学部門］、中黒匡

人［名古屋大学医学部附属病院病理部］、大月直樹［近畿大学病院耳鼻咽喉科学教室］、多田雄一郎［国

際医療福祉大学三田病院頭頸部腫瘍センター］）から最先端の研究成果や最新情報をご紹介いただきま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、先に行われた「COVID-19 感染から考える唾液・唾液腺研究～感染診断から感染制御に向けた

展開～」をテーマとした歯科基礎医学会と本学会との共催シンポジウムについては、阪井丘芳教授（大

阪大学大学院歯学研究科高次脳口腔機能学講座）と谷村明彦教授（北海道医療大学歯学部薬理学分野）

から時宜を得た非常に興味深い報告をしていただきました。 

 

 

一般公募演題は「基礎的研究」11 題、「臨床的研究および病理診断学的研究」8 題、「症例検討」6 題

の発表があり、活発な討論が行われました。 

「基礎的研究」と「臨床的研究及び病理診断学的研究」の一般公募演題（筆頭演者が 45 歳以下）から

は、以下の 2演題に学会奨励賞が授与されました。ともに学会賞受賞に相応しい大変優れた発表でした。 

 

＜基礎的研究＞ 

「腺房細胞における Cdc42 の欠損は唾液分泌不全を呈する」 

〇長瀬春奈 1)・設楽彰子 1)・大野雄太 1)・佐藤慶太郎 2)・柏俣正典 1) 

（1)朝日大学歯学部口腔感染医療学講座歯科薬理学分野，2)明海大学歯学部病態診断治療学講座薬理学分

野） 

 

 

 

 

 

 

 

＜臨床的研究及び病理診断学的研究＞ 

「唾液腺導管癌における PTEN 欠損とその臨床病理学的意義：多施設共同研究」 



 

 

〇山本善也 1)・平井秀明 1)・三枝奈津季 1)・浦野 誠 2)・中黒匡人 3)・佐藤由紀子 4)・塚原清彰 5)・加納

里志 6)・近藤貴仁 7)・大上研二 8)・小澤宏之 9)・富樫孝文 10)・川北大介 11)・SDC 多施設共同研究会・

多田雄一郎 12)・長尾俊孝 1) 

（1)東京医科大学人体病理学分野，2)藤田医科大学ばんたね病院病理診断科，3)名古屋大学医学部病理

部，4)がん研有明病院病理部，5)東京医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科，6)北海道大学大学院医学研

究科耳鼻咽喉科・頭頸部外科学，7)東京医科大学八王子医療センター耳鼻咽喉科・頭頸部外科，8)東

海大学医学部耳鼻咽喉科頭頸部腫瘍センター，9)慶應義塾大学医学部耳鼻咽喉科，10)新潟県立がん

センター新潟病院頭頸部外科，11)名古屋市立大学大学院医学研究科耳鼻咽喉・頭頸部外科，12)国際

医療福祉大学三田病院頭頸部腫瘍センター） 

 

 

 また、総会では、日本唾液腺学会役員の新体制として、以下の先生方が承認されましたので、どうぞ

よろしくお願い致します。 

 

●理 事 長：長 尾 俊 孝  

●副理事長：阪 井 丘 芳 

●総務理事 

常務理事：岩 井  大  

理  事：天 野  修、多田雄一郎、美 島 健 二 

●学会運営理事 

常務理事：吉 垣 純 子 

理  事：草 深 公 秀、谷 村 明 彦 、矢ノ下良平、山 村 幸 江 

●財務理事：浦 野  誠 

●監  事：岡 本 美 孝 

●事務幹事：中 黒 匡 人 

 

 

2022 年に開催する第 66 回日本唾液腺学会 総会並びに学術集会 

は、吉垣純子教授（日本大学松戸歯学部生理学講座）が会長を務め 

ます。 

詳細は後日、学会 HP 等を通じてお知らせしますので、奮って 

ご参加ください。 

 


